



























































昭和 40 年 昭和 55 年 平成 12 年 年平均成長率（％）







県 計 2,398,931 2,451,357 2,475,733 0.14 0.05 0.09 
市 部 計 1,421,300 1,575,710 1,640,738 0.69 0.20 0.41 
町 村 部 計 977,631 875,647 834,995 － 0.73 － 0.24 － 0.45 
新 潟 市 370,941 477,790 527,324 1.70 0.49 1.01 
長 岡 市 154,752 180,259 193,414 1.02 0.35 0.64 
三 条 市 74,080 85,275 84,447 0.94 － 0.05 0.37 
柏 崎 市 84,153 83,499 88,418 － 0.05 0.29 0.14 
新 発 田 市 73,992 76,209 80,734 0.20 0.29 0.25 
新 津 市 56,594 62,282 65,860 0.64 0.28 0.43 
小 千 谷 市 47,376 44,963 41,641 － 0.35 － 0.38 － 0.37 
加 茂 市 38,937 36,705 33,085 － 0.39 － 0.52 － 0.46 
十 日 町 市 49,576 49,555 43,002 0.00 － 0.71 － 0.41 
見 附 市 40,968 41,833 43,526 0.14 0.20 0.17 
村 上 市 32,651 33,540 31,758 0.18 － 0.27 － 0.08 
燕 市 40,134 44,236 43,480 0.65 － 0.09 0.23 
栃 尾 市 36,013 30,694 24,704 － 1.06 － 1.08 － 1.07 
糸 魚 川 市 39,332 36,080 32,003 － 0.57 － 0.60 － 0.59 
新 井 市 32,334 28,575 27,882 － 0.82 － 0.12 － 0.42 
五 泉 市 38,113 39,936 38,306 0.31 － 0.21 0.01 
両 津 市 26,494 21,248 17,394 － 1.46 － 1.00 － 1.20 
白 根 市 33,887 33,092 40,012 － 0.16 0.95 0.48 
豊 栄 市 31,655 42,097 48,997 1.92 0.76 1.26 
上 越 市 119,318 127,842 134,751 0.46 0.26 0.35 
湯 沢 町 9,651 9,514 9,130 － 0.10 － 0.21 － 0.16 
大 和 町 15,451 14,549 15,636 － 0.40 0.36 0.03 












































































































新幹線開業年月日 平成９年 10 月１日
東京からの距離 222.4km





航空 鉄道 幹線旅客船 幹線バス 乗用車等 全機関
1990 年 13 6,942 0 449 12,757 20,163 
1995 年 15 5,333 2 861 12,561 18,772 
2000 年 1 9,382 3 1,140 10,782 21,307 




航空 鉄道 幹線旅客船 幹線バス 乗用車等 全機関
90 ～ 95 年 15.4 － 23.2 　　－－－ 91.8 － 1.5 － 6.9 
95 ～ 00 年 － 93.3 75.9 50.0 32.4 － 14.2 13.5 































航空 鉄道 幹線旅客船 幹線バス 乗用車等 全機関
1990 年 0.1 34.4 0.0 2.2 63.3 100.0 
1995 年 0.1 28.4 0.0 4.6 66.9 100.0 
2000 年 0.0 44.0 0.0 5.4 50.6 100.0 






































































平成７年 平成 12 年 平成７年～ 12 年
実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％） 増加数（人） 増加率（％）
長野県 2,193,984 100.0 2,215,168 100.0 21,184 1.0 
停車駅４市町 561,351 25.6 568,536 25.7 7,185 1.3 

















平成７年 平成 12 年 平成７年～ 12 年
実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％） 増加数（人） 増加率（％）
長野県 2,193,984 100.0 2,215,168 100.0 21,184 1.0 
長野市 358,516 16.3 360,112 16.3 1,596 0.4 
松本市 205,523 9.4 208,970 9.4 3,447 1.7 
上田市 123,284 5.6 125,368 5.7 2,084 1.7 
岡谷市 58,056 2.6 56,401 2.5 － 1,655 － 2.9 
飯田市 106,772 4.9 107,381 4.8 609 0.6 
諏訪市 52,104 2.4 53,858 2.4 1,754 3.4 
須坂市 53,842 2.5 54,207 2.4 365 0.7 
小諸市 45,692 2.1 46,158 2.1 466 1.0 
伊那市 62,250 2.8 62,284 2.8 34 0.1 
駒ヶ根市 33,601 1.5 34,338 1.6 737 2.2 
中野市 42,292 1.9 42,624 1.9 332 0.8 
大町市 31,020 1.4 31,011 1.4 － 9 0.0 
飯山市 27,423 1.2 26,420 1.2 － 1,003 － 3.7 
茅野市 52,807 2.4 54,841 2.5 2,034 3.9 
塩尻市 60,481 2.8 64,128 2.9 3,647 6.0 
更埴市 38,294 1.7 39,402 1.8 1,108 2.9 
佐久市 64,206 2.9 66,875 3.0 2,669 4.2 
軽井沢町 15,345 0.7 16,181 0.7 836 5.4 











































































長野県 133,597 100.0 128,969 100.0 － 4,628 － 3.5 
停車駅４市町 34,774 26.0 34,519 26.8 － 255 － 0.7 































長野県 133,597 100.0 128,969 100.0 － 4,628 － 3.5 
長野市 22,219 16.6 22,106 17.1 － 113 － 0.5 
松本市 14,367 10.8 13,637 10.6 － 730 － 5.1 
上田市 7,369 5.5 7,118 5.5 － 251 － 3.4 
岡谷市 3,852 2.9 3,470 2.7 － 382 － 9.9 
飯田市 7,320 5.5 7,135 5.5 － 185 － 2.5 
諏訪市 4,368 3.3 4,211 3.3 － 157 － 3.6 
須坂市 3,135 2.3 2,965 2.3 － 170 － 5.4 
小諸市 2,779 2.1 2,556 2.0 － 223 － 8.0 
伊那市 3,648 2.7 3,426 2.7 － 222 － 6.1 
駒ヶ根市 2,142 1.6 2,100 1.6 － 42 － 2.0 
中野市 2,217 1.7 2,131 1.7 － 86 － 3.9 
大町市 2,118 1.6 1,999 1.5 － 119 － 5.6 
飯山市 1,766 1.3 1,562 1.2 － 204 － 11.6 
茅野市 3,113 2.3 2,776 2.2 － 337 － 10.8 
塩尻市 3,210 2.4 3,043 2.4 － 167 － 5.2 
更埴市 1,955 1.5 1,862 1.4 － 93 － 4.8 
佐久市 3,794 2.8 3,752 2.9 － 42 － 1.1 
軽井沢町 1,392 1.0 1,543 1.2 151 10.8 

















































平成８年 平成 13 年 平成８年～ 13 年
実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％） 増加数（人） 増加率（％）
長野県 1,107,235 100.0 1,077,961 100.0 － 29,274 － 2.6 
停車駅４市町 315,066 28.5 308,233 28.6 － 6,833 － 2.2 













平成８年 平成 13 年 平成８年～ 13 年
実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％） 増加数（人） 増加率（％）
長野県 1,107,235 100.0 1,077,961 100.0 － 29,274 － 2.6 
長野市 207,773 18.8 202,593 18.8 － 5,180 － 2.5 
松本市 132,157 11.9 129,310 12.0 － 2,847 － 2.2 
上田市 66,112 6.0 62,878 5.8 － 3,234 － 4.9 
岡谷市 30,909 2.8 29,573 2.7 － 1,336 － 4.3 
飯田市 58,342 5.3 57,468 5.3 － 874 － 1.5 
諏訪市 34,615 3.1 34,923 3.2 308 0.9 
須坂市 26,144 2.4 23,643 2.2 － 2,501 － 9.6 
小諸市 22,590 2.0 20,793 1.9 － 1,797 － 8.0 
伊那市 30,748 2.8 29,628 2.7 － 1,120 － 3.6 
駒ヶ根市 17,664 1.6 17,683 1.6 19 0.1 
中野市 18,407 1.7 17,741 1.6 － 666 － 3.6 
大町市 16,885 1.5 15,393 1.4 － 1,492 － 8.8 
飯山市 12,683 1.1 11,316 1.0 － 1,367 － 10.8 
茅野市 25,481 2.3 24,714 2.3 － 767 － 3.0 
塩尻市 29,376 2.7 28,998 2.7 － 378 － 1.3 
更埴市 16,914 1.5 16,385 1.5 － 529 － 3.1 
佐久市 31,126 2.8 31,647 2.9 521 1.7 
軽井沢町 10,055 0.9 11,115 1.0 1,060 10.5 




















































































































平成５年 14,046.2 6,717.6 19,026.8 64,698.3 104,488.9 
平成６年 14,599.1 6,618.8 17,815.1 65,286.2 104,319.2 
平成７年 14,793.5 6,182.7 16,319.0 62,603.0 99,898.2 
平成８年 15,404.7 6,107.6 16,291.2 63,616.8 101,420.3 
平成９年 15,722.4 6,343.5 21,637.7 61,623.7 105,327.3 
平成１０年 14,871.9 6,049.2 16,264.6 63,089.5 100,275.2 
平成１１年 14,509.5 5,942.3 15,286.3 59,969.9 95,708.0 
平成１２年 14,566.1 6,103.1 15,730.8 60,225.3 96,625.3 
平成１３年 15,015.1 6,012.5 15,112.4 58,056.2 94,196.2 
平成１４年 15,128.5 6,288.5 14,850.7 60,378.7 96,646.4 
平成１５年 14,725.8 6,022.3 19,663.8 57,802.2 98,214.1 
平成１６年 14,676.9 5,843.7 14,713.7 57,059.9 92,294.2 
平成１７年 14,645.2 5,927.6 14,452.8 53,918.9 88,944.5 
平成１８年 14,574.6 5,758.2 14,665.0 52,557.2 87,555.0 
平成１９年 14,602.4 5,998.4 16,775.7 53,357.7 90,734.2 
平成２０年 14,166.2 5,860.4 15,310.9 51,419.8 86,757.3 
指数（Ｈ５＝１００）
平成５年 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
平成６年 103.9 98.5 93.6 100.9 99.8 
平成７年 105.3 92.0 85.8 96.8 95.6 
平成８年 109.7 90.9 85.6 98.3 97.1 
平成９年 111.9 94.4 113.7 95.2 100.8 
平成１０年 105.9 90.1 85.5 97.5 96.0 
平成１１年 103.3 88.5 80.3 92.7 91.6 
平成１２年 103.7 90.9 82.7 93.1 92.5 
平成１３年 106.9 89.5 79.4 89.7 90.1 
平成１４年 107.7 93.6 78.1 93.3 92.5 
平成１５年 104.8 89.6 103.3 89.3 94.0 
平成１６年 104.5 87.0 77.3 88.2 88.3 
平成１７年 104.3 88.2 76.0 83.3 85.1 
平成１８年 103.8 85.7 77.1 81.2 83.8 
平成１９年 104.0 89.3 88.2 82.5 86.8 
平成２０年 100.9 87.2 80.5 79.5 83.0 
（注）平成 10 年に開催された長野オリンピック・パラリンピック（2,452.4 千人）は

























































































































































































平成５年 1,039.5 100.0 629.3 100.0 
平成６年 888.9 85.5 640.7 101.8 
平成７年 832.3 80.1 646.9 102.8 
平成８年 818.9 78.8 630.4 100.2 
平成９年 955.2 91.9 632.5 100.5 
平成１０年 927.5 89.2 555.9 88.3 
平成１１年 900.5 86.6 486.0 77.2 
平成１２年 931.9 89.6 538.2 85.5 
平成１３年 949.5 91.3 520.0 82.6 
平成１４年 954.2 91.8 506.6 80.5 
平成１５年 988.1 95.1 510.2 81.1 
平成１６年 887.2 85.3 483.5 76.8 
平成１７年 915.4 88.1 469.7 74.6 
平成１８年 876.1 84.3 418.8 66.6 
平成１９年 890.2 85.6 401.9 63.9 











































































































































































































































平成 3、4 年 208,244 243,496 0.86 
平成６年 226,457 238,696 0.95 
平成９年 233,041 196,681 1.18 
平成 11 年 231,135 212,332 1.09 
平成 14 年 219,620 171,661 1.28 
平成 16 年 200,804 77,778 2.58 
平成 19 年 199,405 100,945 1.98 
（注１）平成３年は飲食店を含まない調査が行われ、平成４年に飲食店調
査が実施された。
（注２）平成６年・９年・11 年 ･14 年・16 年の調査は飲食店を含まない。


































































































1995 年 2005 年 1995 年 2005 年 変化 倍率
宮 城 仙 台 32 60 1 0.014 0.026 0.012 1.88 
福 島 福 島 23 24 1 0.020 0.021 0.001 1.04 
栃 木 宇 都 宮 63 82 1 0.038 0.049 0.011 1.30 
群 馬 前 橋・ 高 崎 378 524 1 0.206 0.286 0.080 1.39 
東 京 2 3       区 1,292 1,720 1 0.144 0.192 0.048 1.33 
神 奈 川 横 浜 319 380 1 0.076 0.090 0.014 1.19 
新 潟 新 潟 407 699 1 0.233 0.400 0.167 1.72 
新 潟 長 岡 334 569 1 0.281 0.478 0.197 1.70 
新 潟 上 越 2,775 1,831 2.868 1.892 － 0.976 0.66 
富 山 富 山 105 175 0.089 0.149 0.060 1.67 
石 川 加 賀 74 139 0.046 0.087 0.041 1.88 
福 井 嶺 北 61 22 0.053 0.019 － 0.034 0.36 
愛 知 名 古 屋 245 280 1 0.087 0.099 0.012 1.14 
京 都 京 都 95 105 1 0.046 0.051 0.005 1.11 








1995 年 2005 年 倍 1995 年 2005 年 倍
～ 200km 未満 512 841 1.64 4,255 3,196 0.75 
200km ～ 300km 未満 3,252 4,269 1.31 1,980 2,564 1.29 
300km ～ 500km 未満 892 1,267 1.42 205 193 0.94 
500km ～ 700km 未満 643 849 1.32 224 141 0.63 
700km ～ 1000km 未満 500 268 0.54 312 286 0.92 















































平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年 平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年 平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年
紳士服 95.8 94.9 96.9 14.4 6.4 3.1 57.0 39.7 45.0 
婦人服　（※ １） 95.4 93.7 97.4 16.7 9.4 4.8 47.2 31.8 35.8 
普段着　（※ ２） 96.2 94.6 97.9 22.8 14.1 8.5 58.6 66.0 63.8 
下着類　（※ ３） 96.4 94.4 97.7 35.7 18.0 11.1 71.9 77.8 83.1 
くつ・カバン 97.0 94.3 96.8 14.5 12.8 9.3 61.8 57.8 49.0 
家具・インテリア 92.7 92.2 96.0 24.5 13.0 9.1 67.3 46.6 36.8 
スポーツ用品 ･ 娯楽用品（※ ４） 99.1 94.8 96.7 21.5 25.4 13.0 82.3 64.5 46.8 
書籍雑誌・CD 98.9 98.3 98.6 50.3 33.3 29.9 92.5 92.6 79.7 
日用品 ･ 台所用品 98.6 96.9 98.1 78.1 79.8 88.2 96.3 97.6 95.3 
家電製品 99.2 99.0 99.2 50.5 29.5 36.7 78.4 82.0 73.3 
医薬品 ･ 化粧品 97.6 95.3 96.7 83.8 83.3 89.0 90.5 93.2 97.6 
食料品 97.6 97.1 97.6 88.1 88.0 91.0 98.7 97.6 100.0 
品目総合 97.4 96.4 97.5 68.3 68.3 71.4 87.9 87.5 88.4 
（注）※1. 婦人服の平成 10 年の数字は婦人服 ･ 子供服のものである。
※2. 普段着の平成 10 年の数字はシャツ ･ セーター類のものである。　
※3. 下着類の平成 10 年の数字は寝巻 ･ 下着類のものである。






















































































































































大 　船 　渡 　市 陸　前　高　田　市 釜　　石　　市
平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年 平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年 平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年
紳士服 78.5 70.1 63.9 36.7 29.9 24.7 55.6 41.6 33.6 
婦人服　（※ １） 76.9 65.5 57.1 58.2 41.7 29.3 49.5 28.0 19.1 
普段着　（※ ２） 82.1 79.9 74.0 64.3 69.8 58.0 57.2 34.6 25.7 
下着類　（※ ３） 89.7 88.7 88.3 75.6 83.3 78.6 69.4 41.9 41.3 
くつ・カバン 84.0 77.7 64.7 62.6 43.0 38.5 65.0 45.2 40.8 
家具・インテリア 87.1 80.7 63.3 73.6 60.4 44.4 85.9 67.6 47.3 
スポーツ用品 ･ 娯楽用品（※ ４） 78.3 70.4 43.9 67.9 52.2 39.5 79.1 76.3 60.6 
書籍雑誌・CD 97.7 95.3 93.6 74.6 86.0 78.5 84.3 76.6 73.6 
日用品 ･ 台所用品 96.6 93.5 95.9 92.8 96.6 94.6 84.9 80.3 90.1 
家電製品 96.6 96.5 94.9 53.4 31.4 15.2 92.3 91.3 87.8 
医薬品 ･ 化粧品 94.6 90.8 95.9 93.2 96.6 91.8 86.3 89.1 93.6 
食料品 96.6 95.9 96.3 94.0 94.9 93.4 88.9 86.8 87.7 
品目総合 93.1 91.3 90.0 83.7 82.7 79.2 82.6 79.2 78.7 
（注）※1. 婦人服の平成 10 年の数字は婦人服 ･ 子供服のものである。
※2. 普段着の平成 10 年の数字はシャツ ･ セーター類のものである。
※3. 下着類の平成 10 年の数字は寝巻 ･ 下着類のものである。

















































































































































































































－50 －40 －30 －20 －10 0 10 20
盛岡市 岩手町 二戸市 大船渡市 陸前高田市 釜石市
書籍雑誌・CD
紳士服
婦人服
普段着
下着類
くつ・カバン
家具・インテリア
スポーツ用品･娯楽用品
日用品･台所用品
家電製品
医薬品･化粧品
食料品
品目総合
図表４－９　岩手県内５市１町の地元購買率の変化（平成10年〜 20年）（％）
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とりまとめ
　本稿では、最初に新幹線の整備効果とその計測手法を紹介し、その後、上越新幹線、長野新幹線および東北新幹線（盛
岡～八戸）開業に伴う地域への影響事例を紹介した。この三線の社会経済事象のデータを統一できればより詳細な
分析が可能となるであろうが、データ収集が難しく、入手できたデータの紹介にとどまってしまった。そのような
限られた影響事例ではあるが、ここで得られた知見をとりまとめとして整理し、今後の研究の方向性を明らかにし
ておく。
＜新幹線開業に伴う地域への影響＞
・ 新幹線整備に伴う効果は、大きく事業効果と施設効果に分けることができる。事業効果は、新幹線供用開始以前
の調査、建設段階で発生する効果であり、新幹線建設に係わる直接的雇用増加、所得増加とそれに伴う経済波及
効果がそれにあたる。施設効果は、新幹線のサービスが利用されることによって生じる効果である。
・ 施設効果については、研究者の中には地域間競争に慣れていないため新幹線が開通しても地方都市は衰退するの
が現実という意見を持っている人もいる。わが国の場合、新幹線も高速道路もその路線網はほぼ全国に張り巡ら
されているため競争は激化している。つまり、地域への影響は複雑なものであり、新幹線を活用した地域振興の
仕組みをどのように作るかがキーとなると考えられる。
＜時間距離の変化に伴う交流人口の変化＞
・ 長野新幹線にアクセスする在来線やしなの鉄道では、新幹線接続列車のダイヤを工夫することにより新幹線の時
間短縮効果がより広範囲に及んでいる。
・ 長野新幹線開業前後の輸送実績を「全国幹線旅客純流動調査」でみると、首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神
奈川県）と長野県の純流動量は増加している。本文では整理していないが、首都圏－秋田県間、首都圏－山形県
間、首都圏－青森県間でも同様の効果がみられている。
・ 長野生活圏からの距離による人口１人当たりのトリップ数を、新幹線駅がある生活圏と新幹線駅がない生活圏で
分けてみると、新幹線駅がある生活圏の方が多い。また、新幹線駅がある生活圏のＯＤ量は増加している。
・ 長野新幹線開業前後の10年間の長野生活圏と新幹線駅のある生活圏間のＯＤ量の変化をみると、200km圏内では
1.64倍、200～300km圏内では1.31倍、300～500km圏内では1.42倍、500～700km圏内では1.32倍となっている。
＜社会経済活動の変化について＞
・ 上越新幹線、長野新幹線ともに停車駅がある自治体合計の人口、事業所数、従業者数の県内構成比は高まる傾向
がみられた。しかしながら、個々にみると、実数で低下している自治体、構成比を下げている自治体もある。
・ 商業とりわけ商圏への影響も同様で佐久市と小諸市の例が顕著である。新幹線駅開設に際して、区画整理事業や
大規模駐車場を整備した佐久市が佐久地域の商業中心地となった。また、駐車場整備は新幹線通勤を可能にし、
県外からの転入人口も増加している。
・ 県全体、新幹線駅がある自治体合計では効果があるが、個別には競争があり、新幹線駅の存在イコール地域の発
展ではない点に注意が必要である。交通需要は経済活動等からの派生需要である。そのためには、駅周辺の開発
や交通利便性の向上、魅力ある地域社会の充実を図っていくことが重要である。
・ 時間短縮の結果、長野市などは首都圏からの日帰り圏となり事業所数は減少している。支店経済を築いている地
域では、その実績を高めていかなければ、事業所数の減少につながるものと思われる。また、地域資源をうまく
利用した観光開発にも目を向けていくことが必要である。
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・ 新幹線開業の結果として生活圏が拡大するため、消費者のなだれ的な流出現象（ストロー現象）の危険が話題に
されることがある。岩手県内の５市１町の地元購買率を、東北新幹線の盛岡～八戸間が開業した平成14年前後で
みた結果、ストロー現象はみられない。
・ 人の生活は買回品（とりわけ、高級アクセサリーやインテリア）だけが重要なわけではない。ほとんどの生活が
準買回品や最寄品でなりたっているのである。そして、地域をつくっているのはインフラなどのハード面ばかり
ではない。最も重要なのは人である。人のつながり（絆）こそが地域を住み良い「まち」にし、来訪者に安心感
や安らぎを与えるのである。そのような「まち」になってこそ、真の豊かさを実感できるのではなかろうか。
＜観光開発について＞
・ 長野県の観光入込客数についても一定の効果は見られているが、新幹線開業に合わせたバス路線の新設や、利用
客の特性を見極めたテーマ、サービスを行わなければ効果は継続しない。
・ 上田市にある別所温泉と丸子温泉郷の観光入込客数の例にみられるように交通アクセスの有利さも影響するが、
ホームページによる情報発信、各種サービス、楽しいイベントなどの仕掛けが重要である。
・ 「全国幹線旅客純流動調査（年間、平日）」によれば人口に対する幹線旅客流動量の比率は、1995年と2005年を
比較すると60歳以上では1.2％から2.5％と倍増している。また、30歳代、40歳代の人の10年後の年代別人口に対す
る幹線旅客流動の比率が増えていることから旅行回数も増えている。年齢階層別、訪問目的別、季節別、足回り
別にこれらの資源を整理して、何が欠けているのか（ボトルネックの発見）、何を充実させれば良いのか（ボト
ルネックの解消）を検討することが重要と思われる。
・ いずれにしても、長時間滞在してくれるしかけ、消費に結びつけられるしかけを考えることが重要であろう。そ
のためには、新幹線駅を降りてからのルート、移動サービスを充実させることが必要であろう。
・ 観光客にとって、重要なことは、お金を払って行ったとして、それに見合った満足が得られるかどうかという安
心感である。そのようなソフト面での充実こそが地域活性化の決め手になる時代が来ていると思われる。そのた
めには、地域の「強み・弱み」を洗い直し来訪者が何を望んでいるかを明確にし、その上で他地域との差別化を
図り、適切な情報を伝えることが大切である。さらに、リピーターを呼ぶためには、これまで以上に「もてなし
の心」を磨くことが重要である。
＜今後の研究の方向性について＞
・ 本稿ではデータを個々に分析し、事例として紹介した。本来社会経済事象は相互に関連しているものである。新
幹線の整備効果とその計測手法のところで整理したように、これらの影響を計測するための手法として最も一般
的なものは、地域計量経済モデルを構築して、新幹線の有無による社会経済の姿を予測することである。
・ 北陸新幹線の延伸（長野～金沢）まであと３年であり、沿線地域ばかりでなく、沿線地域ではない上越地域を除
く新潟県にどのような影響が予測されるのかを把握しておくことは重要と思われる。次年度に向けて、研究をよ
り深化させていきたいと考えている。
＜主な参考文献＞
１．社団法人糸魚川・西頸城法人会「北陸新幹線整備に伴う糸魚川地域の振興方向」（平成16年３月）
２．長野県『北陸新幹線（長野・東京間）の開業に伴う効果「北陸新幹線長野・東京間開業１年　～長野からのレ
ポート～ 」』（平成10年11月）
３．日本銀行金沢支店「北陸新幹線の金沢開業に向けた取り組みと今後の課題－経済効果の持続的な拡大に向けて－」
（ほくりくのさくらレポートvol.12、2010年７月30日）
４．国土交通省「新幹線を含めた広域交通ネットワーク形成等による都市連携モデル調査」（平成14年度　新全国総
合開発計画推進調査）
83
５．富山県交通政策研究グループ「新幹線後の公共交通とまちづくりはこれだ」（平成16年３月）
６．『長野新幹線にみる新幹線効果の「光」と「陰」』（フォーラム福岡19号、2008年３月29日発行）
７．北海道新幹線開業効果拡大・活用検討会議『北海道新幹線「新函館（仮称）駅」開業に関するアンケート調査』（平
成19年３月）
８．国土交通省政策統括官「平成18年度　全国幹線旅客純流動調査 報告書」（平成19年３月）
９．櫛引素夫『地域振興と整備新幹線－「はやて」の軌跡と課題』、弘前大学出版会、（2007年５月30日発行）
